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一で
と
う

寺
小
学
校
創
立
百
三
十
周
年

昨
年
十

一
月
六
日
に
、

山
寺
小
学
校
創

立
百
三
十
周
年

（山
寺
中
五
十
七
周
年

・

山
寺
小
中
併
設
十
七
周
年
）
記
念
式
典
が

山
寺
小
中
体
育
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

開
催
に
あ
た
り
、

創
立
記
念
事
業
実
行

委
員
会
を
、

地
区
振
興
会

・
同
窓
会

，
Ｐ

Ｔ
Ａ

・
学
校
と
で
組
織
し
、

子
ど
も
の
姿

を
前
面
に
押
し
出
し
た
行
事
を
企
画
。

小
・

中
学
生
が

一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
テ
ー
マ

『学
べ
、

つ
な
げ
、

伝
統
の
道

築
け
、

進
め
、

新
た
な
道
』

を
掲
げ
、

記
念
事
業
を
次
の
三
分
野
で
進

め
ら
れ
た
。

・
総
務
部
…
創
立
記
念
式
、

祝
賀
会
の
案

内
、

広
報
。

・
編
集
部
…
創
立
百
三
十
周
年
記
念
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
編
集
（全
戸
配
布
）
。

・
行
事
部
…
記
念
祝
賀
会
の
企
画
実
施
。

当
日
は
、

学
校
長
の
式
辞
や
来
賓
祝
辞

の
後
、

小
学
生
の
″山

寺
物
語
″
、

中
学
生

の

″磐
司
太
鼓
″
が
披
露
さ
れ
、

百
二
十

六
名
の
来
賓
の
方
々
よ
り

「生
き
生
き
と

し
た
子
ど
も
達
の
姿
に
感
動
し
た
」
と
声

が
寄
せ
ら
れ
、

祝
賀
会
で
は
、

音
を
し
の

び
、

は
じ
け
る
よ
う
な
歓
談
が
続
い
た
。

山
寺
小
中
学
校
の

『山
寺
な
ら
で
は
の

人
づ
く
り
』
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ

わ
し
い
み
ご
と
な
記
念
事
業
と
な
っ
た
。
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平成17年 1月 ]日 現在 山 寺戸数 450 男 768人 女 843人 計 I,611人

ン

昨
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間

Ｊ
Ｒ
各
社
に
よ
る
全
国
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン

『
お
い
し
い
山
形

，
デ
イ
ス
テ
イ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン

６

Ｃ
ど

が
開

催
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
、

山
形
県
を
目
的
地
と
し
て

来
て
も
ら
お
う
と
い
う
主
旨
で
、

山
寺
で

は
山
寺
観
光
協
会
が
中
心
と
な
り

「歴
史

が
灯
る
　
山
寺
　
光
と
風
の
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、

山

寺
地
区
振
興
会
の
絶
大
な
る
協
力
を
得
、

各
種
団
体
、

ま
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

地
区
挙
げ
て
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
た
。

６
観
七
月
二
日

（土
）
根
本
中
堂
か
ら
頂
い

た
灯
を
先
頭
に
、

七
十
名
の
御
詠
歌
隊
が

「奥
の
聖
地
は
山
寺
の
～
立
石
寺
こ
そ
尊

け
れ
～
」
と
山
寺
和
賛
を
唱
え
な
が
ら
、

風
雅
の
国
を
目
指
し
た
。

そ
の
途
中
、

授
け

ら
れ
た
灯
で
、

光
の
ロ
ー
ド
が
完
成
し
た
。

夜
七
時
に
宝
珠
山
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

開
始
さ
れ
幻
想
的
に
映
し
出
さ
れ
た
お
堂

は
見
に
来
た
人
々
を
魅
了
し
た
。

ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は
三
ヶ
月
間
毎
夜
続
け
ら
れ
、
「来

年
も
是
非
や

っ
て
ほ
し
い
。

」
と
、

期
待

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ン

八
月
八
日

（日
）
に
磐
司
祭
実
行
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
、

夜
行
念
仏

・
山
寺

民
俗
芸
能
保
存
会
の
砦
司
太
鼓

・
長
瀞
猪

子
踊
り
・高
揃
獅
子
踊
り
が
奉
納
さ
れ
た
。

開
催
日
を
日
曜
日
に
変
更
し
た
事
で
地

区
の
方
々
や
観
光
客
な
ど
多
く
の
人
々
に

見
て
も
ら
え
た
。

今
後
、

立
石
寺
に
関
わ
る
し
し
踊
り
団

体
が
山
寺
に
集
ま
っ
て
、

伝
続
芸
能
を
継

続
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、

そ

の
開
催
が
楽
し
み
で
あ
る
。

ン
幣
八
月
二
十
二
日

（日
）

″
ま
ち
が
ス
テ

ー
ジ
″
と
い
う
考
え
で
、

宝
珠
橋
公
園
を

発
表
の
場
と
し
て
、

長
瀞
猪
子
踊
リ
ク
ラ

ブ
、

山
形
銅
町
た
た
ら
太
鼓

・
山
寺
中
学

生
に
よ
る
磐
司
太
鼓
が
発
表
さ
れ
た
。
こ

れ
は
地
元
一高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

「や
ま

で
ら
組
」
が
主
体
と
な
っ
て
計
画
実
行
し
、

各
団
体
の
発
表
後
は
や
ま
で
ら
組
が
準
備

し
た
玉
こ
ん
に
ゃ
く
を
ご
ち
そ
う
し
た
。

ま
た
、

参
加
し
た
子
ど
も
達
を
、

山
寺
中

学
校
生
徒
が
宝
珠
山

一
帯
を
案
内
し
て
、

交
流
を
深
め
合

っ
た
。

譲
総
苺

一カ一一一一一一一一一一！一一一一！一↓授

一！一一！一一！一！

一一一一一一一一一一一一一一嫁

！

十十章一

ｉｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｉ
済
ｎ
，
／
一

|すなす轡‐闘翼韻聯韻躍

IⅢII:ヽ:基|

-2-



鶴
ぱ
七
月
二
日

（土
）
ト
ロ
ッ
コ
列
車

「風

っ

こ
山
寺
芭
蕉
号
」
（山
形
駅
～
山
寺
駅
運

行
）
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。

第

一
号
列
車
に
、

芭
蕉
に
扮
し
た
市
川

市
長
と
曽
良
に
扮
し
た
水
野
山
寺
観
光
協

会
長
が
乗
車
し
、

山
寺
小
坊
主
と
共
に
、

車
中
で
乗
客

ヘ
ミ
ニ
こ
け
し
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
た
。

ま
た
山
寺
駅
前
広
場
で
は
、

山
寺
民
俗
芸
能
保
存
会
と
山
寺
中
学
校
生

徒
に
よ
る
磐
司
太
鼓
が
演
奏
さ
れ
た
。

ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
大
変
好
評
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
鑑
賞
号
も
増
発
さ
れ
た
。

轟

ン
山
寺
観
光
協
会
と
天
童
温
泉
お
駒
会
同

青
年
部
と
の
連
携
で
、

計
三
回
の
ミ
ニ
く

ち
び
る
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

宝

珠
山
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
合
わ
せ
て
天
童
か

ら
運
行
さ
れ
た

″
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
鑑
賞
バ

ス
ツ
ア
ー
″
の
お
客
様
を
中
心
に
、

風
雅

の
国
特
設
会
場
と
宝
珠
橋
公
園
で
に
ぎ
や

か
に
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
人
達
は
、

老

若
男
女
を
問
わ
ず
、

自
分
で
赤
い
口
紅
を

ぬ
っ
た
り
、

お
か
み
さ
ん
に
ぬ
っ
て
も
ら

っ
た
り
と
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

九
月
二
十
日

（木
）
Ｄ
Ｃ
の
フ
ァ
イ
ナ

ル
は
、

地
元
山
寺
が
誇
る

″女
声
合
唱
団

ふ
う
が
″
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

風
雅
の
国
馳

走
合
で
幻
想
的
に
光
る
宝
珠
山
を
バ
ッ
ク

に
数
々
の
出
を
披
露
。

最
後
に

『
ふ
う
が

賛
歌
』
～
私
達
の
ふ
る
さ
と
こ
の
山
寺
に

～
で
飾
り
、

参
加
者
を
感
動
さ
せ
た
。

最
後
に
イ
ベ
ン
ト
当
初
よ
り
灯
し
続
け

た
灯
を
根
本
中
堂
に
お
返
し
し
た
。

そ
の

際
、

清
原
浄
日
立
石
寺
貫
主
よ
り

「元
気

な
山
寺
」
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、

Ｄ

Ｃ
各
イ
ベ
ン
ト
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

窪
鹸

山
寺
駅
長
　
阿
部
さ
ん
か
ら

ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
日
ご
と
お
客
様
が
増

え
て
い
き
、
「お
も
し
ろ
か

っ
た
」
と
子

ど
も
達
の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
。

山
形

・
天
童

・
山
寺
と
三
者
協
力
し
合

え
た
事
が
成
功
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

今
後
、

観
光
面
で
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

く
よ
う
努
力
し
た
い
。

山
寺
観
光
協
会
長
　
水
野
さ
ん
か
ら

少
な
い
予
算
の
中
で
地
区
振
興
会
や
風

雅
の
国
と
二
十
二
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、

地
元
消
防
団
や
各
団
体
の
手
を
お
借
り
し
、

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
良
か
っ
た
。

特
に
、

い
ま
ま
で
の
四
寺
廻
廊
に
加
え
、

天
童
温
泉
や
他
地
区
と
深
く
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
で
広
域
観
光
が
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

ま
た
協
会
員
の
あ

が
ら
っ
し
や
い
隊
、

ロ
ー
ソ
ク
隊
も
本
当
に

よ
く
が
ん
ば

っ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。

今
回
の
Ｄ
Ｃ
で
得
た
も
の
を
今
後
も
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

そ
の
為

に
も
多
方
面
か
ら
の
声

（山
寺
中
生
徒
の

総
合
学
習
等
）
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

観
光

山
寺
の
発
展
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
。

最
後
に
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
ご
支
援

・
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

⌒来
年
度
も
ト
ロ
ッ
ヨ列
車
と
ラ
イ
ト
ア
ップ
を
小
規
模
ではあ
る
が実
施
予
定
ぜ

平成]6年度山寺小・中学校の児童・生徒数 J 学ヽ校72人 (男34人、女38人)内特認入学3名  中 学校42人 (男23人、女19人)
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山寺消防団芦沢地区ポンプ小屋が新築された。

転

―

督就

―

寺
小
学
校
学
区

学
童
保
育

一山
寺
か
じ
の
本
子
ど
も
タ
ラ
ブ
」

平
成
１６
年
１１
月
１
日

か
じ
の
木
ク
ラ
ブ
に
は
現
在
１０
名
の
子

ど
も
が
い
て
、

学
校
の
放
課
後

（家
の
人

が
迎
え
に
来
る
ま
で
の
間
）
を
楽
し
く
過

ご
し
て
い
る
。

お
世
話
下
さ
る
方
は
、

穂

波
恵
子
先
生

（天
童
市
寺
津
）
と
原
田
妙

子
先
生

（声
沢
）
の
お
二
人
で
、

子
ど
も

大
好
き
、

経
験
豊
か
な
先
生
で
あ
る
。

こ
う
い
う
施
設
が
欲
し
い
と
の
声
が
挙

が
っ
た
の
は
「山
寺
小
学
校
を
特
認
校
に
」

と
の
懇
談
会
の
席
上
で
あ
る
。
こ
れ
は
実

に
貴
重
な
提
案
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
保
護
者
み
ん
な
の
切
実
な
願
い

で
あ
っ
て
、

保
育
施
設
が
あ
れ
ば
安
心
し

て
働
き
に
出
ら
れ
る
。

ま
た
、

地
区
民
あ

げ
て
子
育
て
を
支
援
す
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、

特
認
校
に
よ
る
児
童
数
増
加

に
も
結
び

つ
く
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

直

ち
に
開
設
の
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

新
設
運
動
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
二
つ
、

開
設
家
屋
と
開
設
時
期

で
あ
る
。

家
屋
は
学
校
の
敷
地
の
西
隣
、

柏
倉
順

一
郎
氏
か
ら
快
諾
を
得
、

グ
ラ
ン

ド
か
ら
直
接
通
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

時
期
に
つ
い
て
は
山
形
市
児
童
福
祉
課
か

ら
特
段
の
好
意
と
援
助
を
頂
い
て
、

年
度

途
中
な
が
ら
開
設
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
後
、

多
く
の
方
々
か
ら
支
援
を
頂
き
子

ど
も
達
が
安
全
に
、

楽
し

く
、

充
実
し
た
放
課
後
を

過
ご
せ
る
ピ
カ
イ
チ
の
学

童
ク
ラ
ブ
に
育

っ
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。

（注
〉

か
じ
の
木

は
山

寺
小
学
校
の
校
章
と
な

っ

て
い
る
。

″糠
よ
去
れ
を

―
電
気
柵
設
置
な
ど
―

芦
沢
地
区
の
山
か
ら
駅
裏
に
か
け
て
の

の
果
樹
園
に
電
気
の
通

っ
た
立
派
な
鉄
の

柵
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
長
年
猿
の
食

害
の
絶
え
な
い
地
域
に
、

国
の
中
山
間
地

地
域
総
合
整
備
事
業
と
し
て
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
作

っ
て
は
見
た
が
、

こ
の
地
域
に
は
環
境
庁
が
設
置
し
た

「天

台
の
道
」
が
あ
り
、

通
路
の
扉
は
夜
だ
け

閉
め
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
外
に
山
寺
地
区
内
の
工
事
と
し
て
、

「馬
形
堰
」
の
農
業
用
用
水
路
施
設
整
備

も
完
成
さ
れ
た
。

ス
ー
パ
‥
農
道

受
田
麟
緑
騒
開
通
式
典

九
月
十
六
日
（木
）
村
山
広
域
農
道
、

通

称
ス
ー
パ
ー
農
道
高
瀬
駅
東
、

宝
田
跨
線

橋
が
開
通
し
た
。

正
午
か
ら
二
時
ま
で
は

歩
行
者
道
路
と
し
て
開
放
さ
れ
、

幼
稚
園
児

に
よ
る
道
路

へ
の
落
書
き
、

写
真
撮
影
な

ど
が
行
わ
れ
、

交
通
安
全
祈
願
祭
、

開
通

式
典
の
終
了
と
共
に
午
後
三
時
に

一
般
車

両
通
行
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
開
通
で
天

童
市
か
ら
、

山
形
市
滑
川
地
区

へ
と
結
ば

れ
、

山
形
道
関
沢
イ
ン
タ
ー

ヘ
、

ま
た
山

寺
か
ら
県
庁
方
面

へ
と

一
段
と
交
通
の
便

が
良
く
な
り
、

観
光
地
山
寺

へ
の
誘
客
に

も
役
立

つ
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

「たのしいなあ～」

天菫東幼稚園児
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石川進一氏の写真が有名企業のカ レンダーに起用された。

政
導
地
！麗
振
興
会
の
績
動

「
も
う

一
つ
の
出
寺
」
を
め
ざ
し

「
元
気
な
山
寺
」
振
興
を

「後
世
を
担
う
方
々
に
魅
力
あ
る
山
寺

を
創
り
引
き
継
ぐ
」
こ
と
を
考
え
、
「も
う

一
つ
先
の
山
寺
」
を
め
ざ
し
た

「元
気
な

山
寺
づ
く
り
」
を
報
告
し
た
い
。

第

一
は
、
「知
る
」
活
動

山
寺
の
魅
力
を
知
り
、

誇
り
を
持
て
る

活
動
を
展
開
し
た
。

具
体
的
に
は
、

第
二
年
次

「生
き
生
き

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」
の
取
り
組
み
を

挙
げ
た
い
。

山
王
祭
の
ビ
デ
オ
配
布
、
「も

う

一
つ
の
山
寺
～
歴
史

・
祈
り
・
祭
り
～
」

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
配
布
、
「山
王
祭
」
シ

ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
等
々
で
、

多
く
の
共
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
は
、
「
つ
な
が
る
」
活
動

お
互
い
が
つ
な
が
り
合

っ
て
は
じ
め
て

大
き
な
地
区
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
沸

き
出
る
。

Ｄ
Ｃ
各
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

近
年

に
な
い
見
事
な
連
携
で
山
寺
地
区
民
の
共

有
財
産
で
あ
る

「観
光
山
寺
」
を
打
ち
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
取
り
組
み
で
諸

連
携
が
大
き
く
膨
ら
ん
だ
。

具
体
的
に
は
、

共
有
財
産

「観
光
山
寺
」

を
前
面
に
打
ち
出
し
た
Ｄ
Ｃ
各
イ
ベ
ン
ト

は
、

山
寺
地
区
内
外
の
方
々
に
大
き
な
反
響

を
巻
き
起
こ
し
た
。
こ
の
中
で
高
瀬
地
区

と
連
携
で
き
た
こ
と
は
特
筆
に
価
す
る
。

「山
王
祭
」
を
山
寺
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
い
う
議
論
を
展
開
し
た
。
こ

の
協
議
は
、

山
王
祭

へ
の
関
心
を
大
き
く

育
て
た
と
い
う
意
味
で
大
き
な
収
穫
で
あ

っ
た
。

今
後
と
も
、

叡
智
を
結
集
し
て
、

山
王
祭
と
い
う
山
寺
の
文
化
遺
産
を
大
事

に
し
、

継
承
す
る
努
力
を
続
け
た
い
。

ま
た
、

追
分
花
壇
の
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル

ニ
年
連
続

「最
優
秀
賞
」
受
賞
は
、

山
寺

の
誇
り
と
な
り
、

他
地
区
の
驚
異
の
的
に

な
っ
た
。

さ
ら
に
、

行
政
の
計
ら
い
で
、

町
内
会

要
望
の
居
住
環
境
整
備
各
種
工
事

（水
道

工
事
等
）
が
数
多
く
実
施
さ
れ
、

住
環
境

整
備
が
進
ん
だ
。

第
二
は
、

情
報
発
信
活
動

何
と
言

っ
て
も
、
「我
が
山
寺
を
意
識
づ

け
る
」
原
動
力
に
な
る
の
は
、

内
外

へ
の

上
手
な
情
報
発
信
で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
ヘ

の
山
寺
の
登
場
回
数
が
増
え
、
「元
気
な
山

寺
」
が
各
方
面
で
大
い
に
話
題
に
な
っ
た

一
年
で
あ
っ
た
。

他
地
区
に
も
配
布
し
た
５００
部
の

「も
う

一
つ
の
山
寺
～
歴
史

・
祈
り

・
祭
り
～
」

カ
レ
ン
ダ
ー
が
、

今
後
、
「元
気
な
山
寺
づ

く
り
」
の
先
兵
に
な
り
各
方
面
で
活
躍
し

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

以
上

の
活
動
を
月
二
回
定
期
発
行

の

「振
興
会

ニ
ュ
ー
ス
」
で
お
伝
え
で
き
た
。

そ
れ
も
５０
号
を
越
え
、

山
寺
振
興
活
動
の

大
き
な
情
報
発
信
力
と
な
っ
て
き
た
。

車ホ
レ
ｒ
ほ
う
ち
ゃ
ね
げ
だ
ぞ
』

山
寺
、

楯
山
等
の
郵
便
局
長
会
が
主
催
、

観
光
協
会
、

山
の
寺
子
屋
会
員
が
協
力
し

て
、

磐
司
祭
終
了
後
に
ニ
ジ
マ
ス
の
手
づ

か
み
大
会
を
行

っ
た
。

突
然
の
雷
雨
に
見
ま
わ
れ
た
が
宝
珠
橋

の
真
下
に
約
二
百
人
が
集

っ
た
。

放
流
魚

の
数
が
心
配
さ
れ
た
が
、

冷
た
い
水
に
素

も
ぐ
り
し
十
匹
も
つ
か
ま
え
た
子
も
い
た
。

子
ど
も
も
大
人
も
大
変
盛
り
上
が
り
、

笑
顔
が
ざ

っ
ぷ
り
の

一
日
で
あ
っ
た
。

″山
等
の
オ
ア
シ
ス
が

近
年
所
部
橋
周
辺
の
川
原
に
夏
に
な
る

と
子
ど
も
達
が
大
勢
集
ま
っ
て
、

水
遊
び

を
し
て
い
る
光
景
が
連
日
の
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。

山
寺
の
子
ど
も
か
な
と
、

良

く
見
る
と
、

見
知
ら
ぬ
子
ど
も
も
沢
山
い

る
。
ど
こ
か
ら
来
た
の
と
聞
い
て
み
る
と
、

山
形
か
ら
、

天
童
か
ら
、

東
根
か
ら
と
答

え
る
子
ど
も
の
中
に
混
じ
っ
て
仙
台
か
ら

と
言
う
高
校
生
も
い
た
。

ど
う
し
て
こ
こ
が
気
に
入
っ
た
の
と
、

聞
い
て
み
る
と
、

頭
上
に
樹
木
の
枝
が
張

り
出
し
て
日
陰
を
作
り
、

滝
の
淵
、

そ
れ

に
自
然
の
岩
盤
丸
出
し
の
風
景
が
良
い
と

言
う
。

週
末
に
で
も
な
れ
ば
、

弁
当
開
き

の
家
族
連
れ
も
多
く
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、

山
の
寺
子
屋
の
会
員
が
朝
か

ら
周
辺
の
清
掃
を
し
、

よ
り
よ
い
環
境
づ

く
り
を
行

っ
て
い
る
。
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山寺にドカ雪。19年ぶりに積雪が l m50cm近 くにも。

め
②

ワ
麹
砥

中

地

蔵

明
治
二
十
二
年
山
寺
村
と
荒
谷
村
が
合

併
し
た
。

当
時
の
山
寺
村
は
今
よ
り
ず

っ

と
広
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
村
の
中
間

に
あ
っ
た
当
地
は
松
原
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
昭
和
二
十

一
年
頃
、

町
内
に
地
蔵
尊
が

祭
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

″中
地
蔵
″
と

命
名
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
年
頃
、

四
十
戸
し
か
な
か
っ

た
住
宅
も
今
で
は
四
十
八
戸
に
な
り
、

人

口
も
増
加
し
た
。

平
成
十
年
四
月
に
元
の

山
寺
中
学
校
跡
地
に
老
人
保
健
施
設

「サ

ニ
ー
ヒ
ル
　
山
寺
」
が
開
設
さ
れ
、

今
で

は
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
る
。

地
区
の
南
側
に
立
谷
川
が
流
れ
、

そ
の

対
岸
西
に
大
森
山
を
望
み
、

山
の
ふ
も
と

を
ス
ー
パ
ー
農
道
が
走

っ
て
い
る
。

山
寺

街
道
と
そ
の
ス
ー
パ
ー
農
道
の
交
差
点
に

は
平
成
十
五
年
二
月
に
山
寺
で
は
初
め
て

の
信
号
機
が
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
、

恵
ま
れ
た
気
候
を
利
用
し
、

さ
く

ら
ん
ぼ
や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、

そ
し
て
り
ん
ご

等
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

地
区
の
方
々
は

温
厚
、

円
満
、　

一

致
団
結
、

地
区
発

展
の
夢
と
希
望
を

持
ち
な
が
ら
毎
日

生
活
し
て
い
る
。

み
ん
な
集
ま
れ
Ｈ

育
児
サ
！
ク
ル
″じ
ゅ
・あ
ん
″

昨
年
四
月
、

育
児
サ
ー
ク
ル

「じ
ゅ
・

あ
ん
」
（珠
庵
）
誕
生
。

毎
月
二
回
、

入
園

前
の
幼
児
と
お
母
さ
ん
方
が
山
寺
公
民
館

に
集
ま
り
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
、

外
遊
び
を
通
し
て
、

楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
る
。

先
日
行
わ
れ
た
親
子
ビ
ク
ス
（親
と
子
の

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、

参
加
し
て
い
る
方
々
の
お
話
を
伺

っ
た
。

☆
子
ど
も
の
病
気
や
育
児
で
悩
ん
で
い
た

事
な
ど
、

同
じ
子
育
て
を
し
て
い
る
仲
間

と
話
を
す
る
こ
と
で
と
て
も
安
心
で
き
る
。

☆
嫁
い
で
き
て
、

な
か
な
か
友
達
が
で
き

な
か
っ
た
け
ど
、

み
ん
な
と
集
ま
っ
て
ワ

イ
ワ
イ
で
き
る
の
で
と
て
も
楽
し
い
。

☆
情
報
交
換
が
で
き
る
大
切
な
場
。

等
々
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
歌
や
童
謡
に
合
わ
せ

て
、

た
の
し
そ
う
に
踊
る
姿
に
ほ
の
ぼ
の

と
心
温
ま
る
思
い
が
し
た
。

″
す
こ
や
か
な
成
長
を
〃
″

問
合
わ
せ
先
　
代
表
　
原
田
妙
子
さ
ん

（六
九
五
―
二
〇
八
二
）

景
気
に
育
で
大
山
桜

山
尋
歴
史
の
道
一
長
左
二
門
遺
一

最
近
、

長
左

ェ
門
道
の
山
寺
側
と
、

面

白
山
高
原
の
両
入
口
に
道
標
が
立
て
ら
れ

た
。

関
山
街
道
、

笹
谷
街
道
開
削
以
前
に

山
形
か
ら
仙
台
に
最
も
近
い
街
道
と
し
て

明
治
七
年
か
ら
明
治
十
二
年
に
か
け
て
面

白
山
越
え
で
開
削
さ
れ
た
道
で
、

山
寺
に

と
っ
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
道
で
あ
る
。

そ
の
計
画
と
資
金
提
供
は
後
藤
長
左

ェ

門
氏

（千
手
院
後
藤
正
悦
氏
の
ご
先
祖
）

で
、

自
宅
の
庭
先
に
記
念
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
事
業
に
対
し
、

三
島
通
庸

山
形
県
初
代
県
令
か
ら
、

長
左

ェ
門
氏
に

当
時
、

褒
賞
金
五
百
円
を
授
け
ら
れ
た
。

今
現
在
、

こ
の
道
は
当
時
の
面
影
は
な

く
、

少
々
荒
れ
た
林
道
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

面
白
山
山
中
の

「長
左

ェ
門
平
」

ま
で
の
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、

明
治
初

期
の
街
道
開
削

ロ
マ
ン
を
楽
し
め
る
恰
好

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
あ
る
。

昨
年
の
十

一
月
に
、

地
区
振
興
会

・
観

光
協
会

・
山
の
寺
子
屋
の
協
働
で
南
院
地

区
の
立
谷
川
南
岸
に
十
五
本
の
大
山
桜
を

植
え
た
。

こ
の
桜
の
開
花
は
ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
よ
り

や
や
遅
い
が
、　

一
つ
一
つ
の
花
は
大
き
く

ピ
ン
ク
色
の
濃
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

苗

木
は
西
蔵
王
高
原
で
実
生
か
ら
心
を
込
め

て
育
て
ら
れ
た
六
年
物
の
大
さ
。

や
が
て
は
、

対
岸
の
も
み
じ
と
共
に
観

光
山
寺
に
ふ
さ
わ
し
い
花
を
咲
か
せ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。
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ま

去
」

去
」
ん

（大
正
七
年
十
二
月
十
九
日
生
）

慈
愛

に
満

ち

て

満
八
十
六
才
と
い
う
の
に
足
腰
は
達
者

で
姿
勢
も
乙
女
の
よ
う
。

結
婚
前
に
産
婆

看
護
婦
の
資
格
を
取
り
保
健
婦
と
し
て
鈴

川
役
場
に
勤
務
、

山
寺
が
山
形
市
に
合
併

し
た
年
に
山
寺
支
所
に
移
り
、

診
療
所
を

経
て
山
寺
公
民
館
で
定
年
退
職
と
な
る
。

職
務
の
間
に
華
道
の
ほ
か
絵
と
書
を
上

山
市
の
高
橋
東
山
先
生
に
師
事
し
親
交
を

深
め
た
。

先
生
の
葬
送
に
際
し
て
は
か
ね

て
か
ら
の
約
束
通
り
弔
辞
を
奉
呈
す
る
。

書
と
絵
の
腕
は
世
人
の
認
め
る
所
。

退
職
後
は
頼
ま
れ
て
近
所
の
子
に
習
字

を
教
え
た
り
、

賞
状
を
書
い
た
り
。

あ
る

時
子
ど
も
か
ら

「俳
旬
作
れ
る
か
」
と
聞

か
れ
て
自
作
の
旬
を
見
せ
た
所
、

「そ
ん
な
の
俳
旬
じ
ゃ
な
い
。

季
語
が
な

い
ど
れ
。

」
と
教
え
ら
れ
修
正
し
て
、

″
犬
ふ
ぐ
り
青
さ
負
け
じ
と
空
見
上
げ
″

を
示
し
た
ら
、
「今
度
は
俳
旬
に
な
っ
た
」

と
ほ
め
ら
れ
た
と
か
。

笑
顔
で
話
さ
れ
た
。

今
も
月
二
回
、

古
文
書
教
室
に
通

っ
て

勉
強
さ
れ
て
い
る
。

お
め
で
と
う

犠
氏

金

隠
乾

遠
藤
さ
ん
ご
夫
妻

（南

院
）

お
二
人
の
ご
結
婚
は
、

昭
和
二
十
九
年

十
二
月
十
四
日
で
あ
る
。

覚
さ
ん
は
市
の
技
能
職
員
と
し
て
山
寺

小
、

鈴
川
小
、

高
楯
中
と
二
十
五
年
間
も

精
勤
さ
れ
、

功
労
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

秀
子
さ
ん
は
青
柳
の
農
家
生
ま
れ
で
、

当
時
は
食
糧
難
の
時
代
と
て
米
三
俵
を
持

参
し
て
の
嫁
入
り
だ
っ
た
と
話
さ
れ
る
。

お
二
人
は
、

今
本
当
に
心
豊
か
に
暮
ら

し
て
お
ら
れ
る
。

山
形
国
体
の
年
に
公
民

館
跡
地
に
開
い
た

″芭
蕉
茶
屋
″
で
の
心

の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
が
架
け
橋
と
な
り

県
内
外
の
多
く
の
方
々
と
の
お
付
き
合
い

が
広
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

横
浜
の

辻
　
増
次
氏
贈
の
宝
珠
山
の
水
墨
画
は
、

茶
屋
の
宝
物
で
あ
り
、

お
二
人
の
も
て
な

し
の
証
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

◎
受
賞
・表
彰
・全
国
大
会
出
場
（敬
称
略
）

・
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

武
田
久
之
進

・
矢
萩
　
菊
雄

・
山
形
市
伝
統
工
芸
技
術
功
労
受
賞

海
谷
　
好
雄

・
山
形
市
を
美
し
く
す
る
運
動
功
労
表
彰

山
寺
地
区
振
興
会

・
山
形
市
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

市
政
施
行
百
十
五
周
年
記
念
善
行
者
褒
章

地
蔵
堂
花
壇
愛
好
会

・
全
国
高
校
総
体
（島
根
）
国
体
（埼
玉
）

円
盤
投
　
堀
川
　
土貝
久

・
全
国
高
校
総
体

（島
根
）

卓
球
　
　
と速
藤
　
佳
祐

・
全
国
小
学
校
卓
球
大
会

（兵
庫
）

遠
藤
　
幸
奈

・
後
藤
　
未
紀

昨年秋にユロ峠開通 (上、日、祝日のみ)。紅葉がすばらしいと評半」。今春も開通される予定。

遠藤 覚  さ ん

秀子さん ご 夫妻

ン
申熙
品

平
成
十
六
年
　
お
誕
生

〈川
原
町
〉

・
遠
藤
宏
総
氏
長
男
　
海
斗
さ
ん

・
遠
藤
　
仁
氏
長
女
　
光
姫
さ
ん

金
戸
　
沢
〉

・
山
田
和
人
氏
二
女
　
樹
奈
さ
ん

〈中
地
蔵
〉

・
山
田
宏
市
氏
二
女
　
蒼
生
さ
ん蒼生ちゃん

謹
ん
で
お
悔
や
み
晩
ピ
上
げ
ま
す

・
後
藤
ハ
チ
ヨ
殿

〈所

部
〉

・
増
子
　
清
逸
殿

・
増
子
市
二
郎
殿

・
増
子
　
み
ん
殿

〈馬

形
〉

・
佐
藤
　
光
男
殿

・
安
藤
　
藤
雄
殿

〈川
原
町
〉

・
会
田
　
≡島
子
殿

・
松
瀬
　
健
志
殿

〈南

院
〉

・
遠
藤
ふ
み
子
殿

金
戸
　
沢
〉

・
伊
澤
　
多
淑
殿

〈宮

崎
〉

・
松
田
　
フ
ミ
殿

（地
蔵
堂
〉

・
布
施
　
く
に
殿

〈中
地
蔵
〉

・
布
施
仁
右
ェ
門
殿

・
柏
倉
し
げ
の
殿

武
田
ま
さ
を
殿

武
田
　
政
美
殿

小
笠
原
藤
二
殿

布
施
　
　
正
殿

柏
倉
　
い
し
殿

柏
倉
弥
平
治
殿

矢
萩
百
合
子
殿

布
施
せ
つ
子
殿

柏
倉
き
よ
の
殿

増
子
曽
太
郎
殿
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！
為
埠
抑
抑
一
中
や

畳
媛

一朝
磁
隣
御
本
尊

こ
の
佛
像
は
立
石
寺
創
建
当
時
の
も
の

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

塔
中
寺
院
の
御
像

の
中
で
最
も
古
く
、

木
造
と
し
て
は
価
値

高
い
も
の
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
来
た
。

そ

れ
だ
け
に
損
傷
が
著
し
く
、

今
に
も
倒
れ

そ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
復
元
大

修
理
を
お
願
い
す
る
事
と
な
り
、

東
北
芸

工
大
の
元
教
授
、

牧
野
隆
生
氏
に
依
頼
、

こ
の
度
修
復
が
完
了
し
華
蔵
院
に
戻

っ
て

き
た
。

教
授
の
話
に
よ
れ
ば
、

制
作
年
代

は
平
安
時
代
、

全
て

一
木
造
り
で
蓮
台
と

光
背
を
備
え
て
い
た
立
派
な
も
の
だ
っ
た
。

だ
が
、

立
石
寺

一
山
が
天
童
藩
の
焼
討
ち

に
合

っ
た
大
永
元
年
か
ら
二
十
年
余
、

洞

窟
の
中
に
避
難
し
て
い
た
為
、

よ
り
損
傷

を
早
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

江
戸
中
期
頃
、

旅
篭
町
の
大
佛
師
田
先
安
蔵
の
手
で
修
理

さ
れ
、

そ
の
時
、

本
体
と
台
座
が
分
離
さ

れ
玉
眼
が
施
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。

重
要
文
化
財
に
匹
敵
す
る
価
値
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

第3回 こけし雪だるま祭り、優勝は3年 連続 牧 野さん一家 (楯山)。作品は
・
ヨン様

"。

この度の創立記念に際し、山寺
小学校卒業生の伊澤貞一氏が上記
の扁額を寄贈された。山寺小 ・中
学校の図書室に掲げられている。

「書を読めば 志 、 輔 、高し」

毎年発行予定 ・保存しておきましょう。

靖都や撚ふｉ森
女」

武
田
　
誠

遠
藤
ま
き
子

保
護
者
と
共
演

″山
寺
物
語
″

記
念
式
典
に
ふ
さ
わ
し
い

山
寺
物
語
に
し
よ
う
と
、

衣

装
、

大
道
具
、

小
道
具
、

音

楽
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

衣
装
は
九
名
の
お
母
さ
ん
方

が
学
校
に
集
り
、　

一
週
間
か

け
て
製
作
し
て
く
れ
た
。

特

に
低
学
年
の
動
物
の
衣
装
は
、

役
に
な
り
き
っ
て
演
じ
れ
る

よ
う
に
と
工
夫
さ
れ
、

当
日
、

愛
ら
し
く
踊
る
子
ど
も
達
の
姿
は
皆
の
目

を
ひ
い
て
い
た
。

ま
た
し
し
の
面
も
牛
乳

パ
ッ
ク
で
立
体
的
に
作
ら
れ
、

慈
覚
大
師
、

磐
司

一
行

の
衣
装
も
見
違
え
る
様
だ

っ

た
。

（わ
ら
ゾ
ー
リ
は
千
手
院

の
佐
々
木

徳
恵
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
）

本
番
で
は
、

し
し
踊
り
と
石
切
踊
り
に

保
護
者
も

一
緒
に
参
加
し
、

昔
踊

っ
た
こ

と
が
あ
る
人

・
初
め
て
踊
る
人
、

そ
の
様

子
か
ら
、

山
寺
物
語
の
歴
史
の
流
れ
、

重

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

指
導
に
あ
た
ら
れ
た
斎
藤
教
頭
は
、

「山
寺
小
に
赴
任
し
て
、

初
め
て
山
寺
物

語
を
見
た
時
、

大
変
歴
史
あ
る
す
ば
ら
し

い
も
の
だ
と
思
っ
た
。
こ
れ
を
記
念
式
典

で
、

地
域
の
方
、

旧
職
員
の
方
々
に
最
高

の
形
で
見
て
い
た
だ
こ
う
と
子
ど
も
達
と

シ
ナ
リ
オ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

当
日
出

席

の
方
々
よ
り
賞
賛
を
い
た
だ
き
感
激

だ
っ
た
。

保
護
者
の
方
々
の
協
力
に
心
よ

り
感
謝
し
た
い
。

」
と
述
べ
て
お
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
の
在
り
方
を
示
唆
し

て
も
ら

っ
た
よ
う
な
創
立
百
三

十
周
年
記
念
行
事

で
あ

っ
た
。

感
想

ｏ
子
ど
も
達
の
声

「先
生
方
、

お
父
さ
ん
、

お
母

さ
ん
方

の
お
か
げ

で
、

新
し
い

衣
装
、

道
具
で
踊
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
か

っ
た
。

こ
れ
か

ら
も

『山
寺
物
語
』
を
大
切
に

し
た
い
。

」

ｏ
保
護
者
の
声

「
一
緒
に
し
し
踊
り
が
で
き
昔
に
戻

っ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
。

」

「新
し
い
衣
装
で
演
じ
て
も
ら
い
た
い

と
、

生
地
捜
し
で
仙
台
ま
で
行

っ
た
り
、

苦
労
も
あ
っ
た
が
、

当
日
の
子
ど
も
達
の

山
寺
物
語
を
見
て
、

み
ん
な
で
が
ん
ば

っ

た
か
い
が
あ
っ
た
と
感
動
し
た
。

」

「初
め
て
石
切
踊
り
に
参
加
し
て
、

最
初

と
て
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
が
他
地
区
に
は

な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

」

ち
ん
か

ん

一国
十

魯
株
Ｄ

お
色
直
し

四
月

ヽ

≡、
．

‐
，

昌

ア
テ
ネ
五
輪
で
史
上
最
多
の
メ
グ
ル

獲
得
。　

一
方
、

台
風
、

地
震
と
災
害
の

多
い
年
で
し
た
。
こ
の
悪
猿
も
去
り
、

実
り
豊
か
な
酉
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
１

し
ず
く
９
号
、

皆
様
方
の
御
力
添
え

を
頂
き
ま
し
て
お
届
け
で
き
ま
す
事
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

街
の
欄
省
略

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
ろ
ん

な
声
、

お
届
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員

後
藤
哲
夫
　
伊
沢
貞

一

布
施
晶
嗣
　
田
中
文
子

山寺小 ・中学校 同窓会 に。

山寺小学校百三十周年の企画運営の

過程で、山寺中学校同窓会が 「山寺
小 中 学校同窓会」になった。今ま
で小学校同窓会は組織されていなか

ったので大変喜ばしい事である。
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